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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・6月10日(金)17時までに各担当利用者様分のデータベース入力、20時までに該当者の経過録の作成を行い、小嶋まで報告すること。

・21日（火）14：00～15：30まで電気点検を実施する。テレビや浴室のシャワーが使用出来なくなる為、プログラムや入浴時間の調整を行うこと。

・本日、第1班の職員旅行実施。職員配置について確認し、事故のないように注意をすること。

＜利用者様情報＞

・古舘　ヨリ　様～本人より昨日から下痢が続いているとの訴えがあり、状況を確認している。腹痛やその他不調はないと話し、体温35.1℃、血圧132/79mmHg、脈拍79回/分となっている。原因として「ヨーグルトとか食べ過ぎたかな」と話すが、食事は通常どおり摂れており、過剰に摂取することは無かったとのこと。調子が悪くなってきた際にはすぐにスタッフに相談するよう促している。時間が経過しても不調を訴えることなく、帰宅時改めて状態を確認すると、「下痢も無いし大丈夫だよ」と返答している。

・田名部　一樹様～本人より対人関係に関する相談があり、以前仲が悪くなってしまった利用者と「仲直りしました」と報告している。「電話で悪口たくさん言われて嫌になりました」と話すが、仲直りは出来たと話しており、詳細を確認しようとするが、「いろいろ言われましたね」「いろいろあって」と詳細を話すことはない。また、別の友人に対し「自分を殴ってやるって言ってるみたいだから、1度やり返さなければいけない」「痛い目にあわせないとダメだ」との発言が聞かれている為、実際に行動に移した際のリスクや対処法について本人と確認している。自身が不利益を受けるような行動はしないよう促すと、「そうですよね」「ちょっと考えてみます」と返答している。今後何かトラブルがあった際には、すぐに相談するよう伝えると「わかりました」と話し、以降、同様の質問が聞かれることは無い。

・吉田　富秋　様～右脇腹痛について確認すると「便したら今日は全く痛くない」｢でも普通は便秘だと左側なんですがね｣｢俺達なんでも変わっているんですかね｣と笑って話している。プログラムには、不調の訴えなく表情良く参加できている。今後同様の痛みがあるようなときは、スタッフに伝えるよう促している。
・中村　茂　様～　体調について｢今日は体全体に力が入らない｣｢2週間前から朝起きると足が震える｣｢やる気がでないし意欲がでない｣と話している。話を傾聴することで、表情良くなり、歩行運動を行っている。歩行状態を確認すると、普段通りに歩くことが出来ており、整形外科で勧められたトレーニングを行うよう勧めると、実践できている。

＜外来情報＞

・川村　享　様　～入浴回数が少ない為気温も高くなっている為清潔保持できるよう指導受けている。

・古舘　正行　様～受診を拒否することや、気分不安定さはなく落ち着いて過ごせているとのこと。精神症状の悪化なし。

・古川　富蔵　様～便秘傾向であるとので、下剤の使用を指導するが本人はこのままで大丈夫ですと話すため、便秘が続く際は下剤（シンラック）の服用を勧めている。

・田名部　一樹様～デイケアに通うことで生活リズムを乱さない様心掛けていると話す。早朝覚醒傾向であると話すが、体調不良は無いと話している。

・五日市　規様　～入浴は3回/週実施出来ているとのこと。継続するようにとのこと。

・横町　浩　様　～頭痛があると話すが大丈夫と話している。症状の悪化はない。
